
古

典
、
そ

し

て

モ

ダ

ン

お
ん
こ
ち
し
ん

今
年
か
ら
3
年
を
通
し
て
行
わ
れ
る

温
故
知
新
3
部
作
「
守
・
破
・
離
」
の
初
回
。

今
年
の
テ
ー
マ
は ﹁
守し

ゅ

﹂。

「
守
」
と
は
、
師
や
各
流
派
の
教
え
を
忠
実
に
守
り
、

そ
れ
か
ら
外
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
精
進
し
て

身
に
つ
け
よ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

守
2008

しゅ

破
2009

は

離
2010

り

壱

三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel. 0986－51－3462 ／ Fax. 0986－51－3561

山崎ハコ
～心にしみる フォークの歌姫～

出演：山崎ハコ（Vo,G）／安田裕美（G）

ライブコンサート

HAKO  YMASAKI

※なお、内容に変更がある場合があります。あらかじめご了承ください。

■演奏予定曲目
望郷
織江の唄
稲の花
歌いたいの
私が生まれた日
刹那の夢
白い花
ヨコハマ
ニューシネマパラダイスのテーマ
この素晴らしき世界
BEETLE
気分を変えて
飛びます　　　　　　
ほか

10月4日[土]
開 場：午後６時
開 演：午後６時30分
料 金：一般￥2,000（当日￥2,500）、

　　　　小学生〜高校生￥1,000（当日￥1,500）

ペア￥3,000（前売りのみ）
※未就学児も入場できます。

場 所：三股町立文化会館
主 催：三股町・三股教育委員会

■お問い合わせ・チケット販売
　三股町立文化会館　☎0986-51-3462

〜出 演〜

上之園 謙治（パーカッション）

石井 秀弦（津軽三味線）

〜ゲスト〜
内山 みゆき（津軽民謡）
岡崎 勝美（筝〈琴〉）
川𥔎 圭子（うた）
大沢 ゆき音（民謡太鼓）

開 場：午後５時　　開 演：午後６時
料 金：一般￥1,800（当日￥2,000）、

　　　　小学生〜高校生￥1,000（当日￥1,200）

ペア￥3,000（前売りのみ）
※未就学児の入場はご遠慮願います。　※全席自由　※電話予約可

場 所：三股町立文化会館
主 催：三股町・三股教育委員会
■お問い合わせ・チケット販売
　三股町立文化会館　☎0986-51-3462

10月12日[日]
中心市街地の
活性化を目指して

2009 Vol.457
平成20年９月１日発行9

花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

■国保特集Vol.14
特定健康診査・特定保健指導を受けましょう

お知らせ

■知っておきたい
「新型インフルエンザの知識」

特　集 三股駅前活性化計画
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■ 三 股 駅 前 活 性 化 計 画 ■

「
居
住
拠
点
地
区
」三
股
町

平
成
４
年
、﹁
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
お
よ
び

産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
﹂
が

施
行
さ
れ
る
と
、
都
城
北
諸
県
の
１
市
５
町
は
、
翌
５

年
に﹁
都
城
地
方
拠
点
都
市
地
域
﹂に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
南
九
州
の
自
立
的
成
長
を
け
ん
引
す
る
地

方
拠
点
都
市
地
域
の
形
成
を
図
る
た
め
、
そ
の
基
本
計

画
を
作
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
現
状
や
特
性
を
踏

ま
え
、
次
の
と
お
り
、
６
つ
の
拠
点
地
区
を
設
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
（
本
町
以
外
は
旧
市
町
）。

①
都
市
機
能
集
積
拠
点
地
区
…
…
…
都
城
市

②
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク・物
流
拠
点
地
区
…
都
城
市・高
城
町

③
新
農
工・国
際
交
流
拠
点
地
区 

… 

山
田
町・高
崎
町

④
居
住
拠
点
地
区 

…
…
…
…
…
…
…
三
股
町

⑤
い
き
い
き
健
康
増
進
拠
点
地
区
…
都
城
市

⑥
文
化・居
住
拠
点
地
区
…
…
…
…
…
山
之
口
町

本
町
に
お
い
て
は
、
温
暖
な
気
候
、
高
い
交
通
利
便

性
な
ど
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
居
住
地
と
し
て
優
れ
た
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。
そ

の
優
秀
性
を
示
す
モ
デ
ル
住
宅
地
と
し
て
、
本
町
は
居

住
拠
点
地
区
に
設
定
さ
れ
、
公
共
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
（
※
１
）
や
教
養
文
化
施
設
の
整
備
、
そ
し

て
そ
れ
ら
に
調
和
し
た
﹁
レ
ジ
デ
ン
ス
パ
ー
ク
﹂（
住
宅

街
）
の
整
備
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

※
１ �

社
会
的
な
経
済
基
盤
と
生
産
基
盤
と
を
形
成

す
る
も
の
の
総
称
。道
路
や
河
川
、
鉄
道
、
下

水
道
、
学
校
、
病
院
、
公
園
、
公
営
住
宅
な
ど
。

三
股
駅
は
こ
れ
ま
で
町
の
顔
と
し
て
人
々
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
家
用
自
動
車
の
大
衆
化
に
つ
れ
、
駅
利
用
者
も
次
第
に
減
少
、

一
昔
前
の
活
気
あ
る
駅
周
辺
地
域
も
今
で
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
。

町
は
平
成
７
年
に
「
三
股
駅
周
辺
等
整
備
基
本
計
画
」
を
作
成
、

同
11
年
に
「
三
股
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
構
想
」
を
、

そ
し
て
昨
年
、「
三
股
町
都
市
再
生
整
備
計
画
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

今
後
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
目
指
し
て

M
im

ata-station square activation plan
進

化

す

る

三

股

町

三股駅から伸びる、閑散とした県道423号線（停車場線）
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④�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
の
集
約
的
整
備
を
図
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン

に
分
け
（
図
２
）、
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
機
能
を
持

た
せ
る
地
域
づ
く
り
を
計
画
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
計
画
を
よ
り
詳
し
く
示
し
た
﹁
三
股
町

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
構
想
﹂
を
同
11
年
に
ま
と
め
、

長
期
的
な
視
野
で
中
心
市
街
地
の
再
形
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
（
図
３
）。

結
果
、
同
12
年
に
は
町
人
口
も
２
万
４
０
０
０
人
を

超
え
、
現
在
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
４
）。

駅
前
周
辺
の
活
性
化
に
着
手

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
計
画
や

そ
の
必
要
性
な
ど
を
精
査
し
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
三
股
駅
周
辺
地
域
も
ま
た
、
町
の
中

心
市
街
地
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を
求
め
る
住
民
の
声
も

多
く
、
幾
度
と
な
く
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

町
は
昨
年
、﹁
三
股
町
都
市
再
生
整
備
計
画
﹂
を
作
成

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
町
の
総
合
計
画
に

沿
っ
た
魅
力
や
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
の

再
構
築
を
提
案
。﹁
生
活
拠
点
と
し
て
の
賑
わ
い
を
再

生
し
、
協
働
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
﹂、﹁
交
通
結
節
点
と
し
て
の
整
備
や
交
通
ア
ク
セ
ス

の
充
実
な
ど
を
進
め
、
商
工
業
の
振
興
を
図
る
﹂
の
２

つ
を
目
標
と
し
て
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
今
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で
、
順
次
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

今
年
度
は
三
股
駅
東
側
に
現
在
の
商
工
会
館
の
老
朽

化
に
伴
う
事
務
所
移
転
と
、
物
産
館
を
併
設
し
た
産
業

会
館
を
建
設
（
図
５
）。地
場
産
品
を
は
じ
め
と
し
た
多

岐
に
わ
た
る
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
振
興
を
図
り

ま
す
。ま
た
、大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
三
股
駅
舎
（
図

６
）
は
、
こ
れ
ま
で
改
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
老

朽
化
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
ず
、
町
の
玄
関
と
し
て
の

機
能
回
復
、
公
共
交
通
機
関
の
結
節
点
と
し
て
、
当
駅

舎
の
改
修
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

一
方
、
産
業
会
館
建
設
予
定
地
の
東
側
に
多
目
的
広

場
を
整
備
（
21
年
度
）、
町
道
都
城
三
股
線
の
改
修
（
22

〜
24
年
度
）
も
計
画
。
さ
ら
に
現
在
、
武
道
館
前
交
差

点
か
ら
三
股
駅
ま
で
の
県
道
三
股
停
車
場
線
の
改
修
も

県
へ
要
望
し
て
お
り
、
生
活
環
境
の
利
便
性
を
高
め
た

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化

居
住
拠
点
地
区
と
な
っ
た
本
町
は
、
当
時
も
人
口
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
都
城
市
の
都
市
機
能
の

集
積
が
整
備
さ
れ
る
に
伴
い
、
さ
ら
に
急
速
な
人
口
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
中
心

都
市
（
都
城
市
）
に
隣
接
す
る
質
の
高
い
居
住
空
間
を

形
成
し
て
再
活
性
化
を
促
進
。
ま
た
、
若
者
の
定
住
促

進
を
図
り
ま
し
た
。

町
の
整
備
方
向
と
役
割
分
担
は
、
都
城
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

旧
産
業
経
営
大
学
の
開
設
に
伴
い
、﹁
学
園
居
住
都
市
﹂

と
し
て
の
機
能
集
積
を
目
指
し
、
良
質
な
都
市
・
居
住

空
間
の
形
成
を
図
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
町
は
、
魅
力
的
な
商
業
地
の
形
成
、

快
適
で
利
便
性
の
高
い
三
股
駅
づ
く
り
、
文
化
・
芸
術

活
動
の
拠
点
づ
く
り
、
高
齢
化
時
代
に
対
応
し
た
高
齢

者
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
拡
充
、
質
の
高
い
住
宅
地
の
形
成
な
ど
を
目

標
と
し
た
﹁
三
股
駅
周
辺
等
整
備
基
本
計
画
﹂
を
７
年

に
作
成
し
、
中
心
市
街
地
を
﹁
図
１
﹂
の
よ
う
に
設
定
。

そ
の
区
域
を

①�

三
股
駅
の
質
量
両
面
に
お
け
る
機
能
の
充
実
と
町

の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
構
成
を
図
る
タ
ー
ミ
ナ

ル
ゾ
ー
ン

②�

点
在
す
る
店
舗
な
ど
の
再
編
成
と
核
店
舗
を
含
む

新
商
業
施
設
の
誘
導
に
よ
る
、町
の
商
業
に
お
け
る

核
の
形
成
を
図
る
コ
マ
ー
ス
ゾ
ー
ン

③�

民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
、個
別
建
築
の
誘
導
な

ど
、質
の
高
い
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
レ
ジ
デ
ン
ス

ゾ
ー
ン

町
の
農
畜
産
物
は
、
全
国
約
１
８
０
０
市
町
村
（
平

成
17
年
度
末
現
在
）
の
中
で
も
産
出
額
が
上
位
に
入
る

も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
町
の
誇
れ
る
地
場

産
品
な
ど
の
情
報
を
発
信
で
き
る
産
業
会
館
。
タ
ー
ミ

ナ
ル
ゾ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
が
掛
か
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
人
の
流
れ
を
集
め
る
こ
と
で
、
コ
マ
ー

ス
ゾ
ー
ン
の
充
実
と
そ
れ
に
伴
う
購
買
力
流
出
の
抑
止
、

町
外
か
ら
の
集
客
、
若
者
の
定
住
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
最
終
年
度
に
は
、
第
３
者
機
関
に
よ
っ

て
、
実
績
の
審
議
や
評
価
が
行
わ
れ
、
そ
れ
以
降
の
事

業
に
反
映
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
三
股
駅
前
周

辺
地
域
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
町
は
、
長
期
的
に
地
域

ご
と
の
特
性
や
諸
問
題
を
鑑
み
、﹁
三
股
町
が
活
力
に

あ
ふ
れ
、
心
あ
た
た
ま
る
住
み
よ
い
ま
ち
、
み
ま
た
﹂

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
企
画
課　
企
画
政
策
係

　
☎
52
︱
１
１
１
１（
内
線
２
２
４
）

図１：平成７年に設定された、三股駅周辺中心市街地指定区域（アオアミ部分）
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資料：国勢調査（平成17年は速報値）
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世帯数

（人）

図４：町内人口と世帯数の推移

三股小

三股中

早馬公園

国保病院

三股
駅

日
豊
本
線

郵便局

三股町
武道体育館

みまた
幼稚園 多世代交流

センター
町立図書館

役場

ひかり保育園

三股小前
三股駅前

三股町
武道館前

稗田東

東植木

唐橋団地

樺山

五本松

図２：中心市街地の構成機能のエリアイメージ図

（
平
成
17
年
分
・
九
州
農
政
局
宮
崎
農
政
事
務
所
統
計
部
制
作
・

み
や
ざ
き
の
全
国
レ
ベ
ル
の
農
畜
産
物
よ
り
引
用
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

★
町
の
農
畜
産
物

　
全
国
１
０
０
傑
！

◦
肉
用
牛
…
…
…
…
…
97
位

◦
ひ　

な
…
…
…
…
…
13
位

◦
さ
と
い
も
…
…
…
…
31
位

◦
ら
っ
き
ょ
う
…
…
…
16
位

◦
荒　

茶
…
…
…
…
…
87
位

　
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
…
…
…
120
位
）

図５：７月30日に行われた産業会館起工式のようす　

図６：老朽化の進む三股駅舎 図３：�すでに整備された「レジデンスゾーン（写真／上）」と
「コミュニティゾーン（写真下）」
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日本人の生活習慣病の変化などにより、近年、糖尿病な
どの生活習慣病の有病者・予備群が増えていて、それを原
因とする死亡は、全体の約３分の１にものぼると推計され
ています。
平成20年４月から始まった生活習慣病予防（メタボリッ
クシンドローム予防）のための新しい特定健診・特定保健
指導を受けて、バランスの取れた食生活、適度な運動習慣
を身に付けましょう。
三股町国民健康保険では、対象者に受診票を送付し、７
月１日から９月９日までの期間で、健診（集団健診）を実
施しています。仕事の都合などで集団健診を受けることが
できなかった人は、10月から12月に実施予定の個別健診（指
定医療機関受診）を受けることができます。
健診結果は健診の約１カ月後にメタボリックシンドロー
ムや生活習慣の改善についてのパンフレット（情報提供）
と一緒に送付します。
また、健診結果で生活習慣改善が必要な人へは、特定保
健指導として各人に応じた運動や栄養などに関するアドバ
イスや生活習慣を改善するお手伝いを医師・保健師・栄養士
が継続して行い、６カ月後に改善状況の確認を行います。

特定健康診査とは？

特定健康診査は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪
症候群）に着目した健診で、以下の項目を実施します。
基�本的な項目…○質問票（服薬歴、喫煙歴など）　○身体計
測（身長、体重、BMI、腹囲）○血圧測定　○理学的検査（身
体診察）　○検尿（尿糖、尿蛋白）○血液検査・脂質検査（中
性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール）・
血糖検査（空腹時血糖またはHbA1c）・肝機能検査（AST

〔GOT〕、ALT〔GPT〕、γ-GT〔γ-GTP〕）・腎機能検査（血
清クレアチニン）

詳�細な健診の項目…（一定の基準のもと、医師が必要と認
めた場合に実施）○貧血検査（赤血球、血色素量、ヘマト
クリット値）
※�各検査項目の詳細は、健診結果でご確認ください。

特定保健指導とは？

特定健康診査の結果から、メタボリック予備軍は、「動機
付け支援」、メタボリック該当者は、「積極的支援」という特
定保健指導が実施されます。
●�動機付け支援…生活習慣改善のための自主的な取り組み
を行うことができるよう、専門家（医師・保健師・栄養士
など）の支援のもとに行動計画をつくり、６カ月後に改
善状況を確認します。

●�積極的支援…生活習慣改善のための自主的な取り組みを
行うことができるよう、専門家（医師・保健師・栄養士な
ど）と行動計画を作り、３カ月以上継続して支援を受け、
６カ月後の改善状況を確認します。

特定健診〜個別健診について

●�対象者…国民健康保険加入者で７月〜９月実施の特定健
康診査（集団健診）の未受診者

※�三股町の人間ドックを受診した人、受診予定の人は受診
できません。　
※�年度途中での、国保加入や脱退した人は、対象となりま
せん。　　

●実施期間…10月１日（水）〜12月27日（土）　
●実�施医療機関…都城市・三股町内の指定医療機関（後日

回覧広報でお知らせします）
●健診料金…500円　　
●健診結果…三股町から郵送
★ 個別健診受診券を送付予定ですので、受診の際には、
必ず受診券と保険証をお持ちください。
★ 75歳以上の長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の被
保険者も個別健診を受診（無料）できます。

※詳細は後日回覧広報でお知らせします。

特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

普
通
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
違
い
ま
す

ヒ
ト
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
、
Ｈ
１

Ｎ
１
、Ｈ
２
Ｎ
２
、Ｈ
３
Ｎ
２
と
３
種
類
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
こ
の
い
ず
れ
と
も
違
う
新
し
い
タ
イ
プ
の

ウ
イ
ル
ス
で
す
。従
っ
て
、ひ
と
た
び
出
現
す
る

と
、
誰
も
防
御
に
必
要
な
抗こ
う

体た
い（

免め
ん

疫え
き

）
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、世
界
中
で
大
流
行（
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
）を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

鳥
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
流
行
拡
大

に
よ
っ
て
、ヒ
ト
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
出
現

の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、未
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、ヒ

ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、鳥
の
ウ
イ
ル
ス
が
そ

の
性
質
を
変
え（
変
異
し
）、ヒ
ト
へ
の
感
染
力
を

獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。従
っ
て
、
鳥
の
世
界
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
と
、ヒ
ト
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
登
場
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

「
過
度
の
心
配
は
不
要
」で
す
が
、

警
戒
は
必
要
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
日
本
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、過
度

の
心
配
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、世
界
中
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ

５
Ｎ
１
）
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ

ら
の
地
域（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、エ
ジ
プ
ト
）
で
、
鳥
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
は
、今
年
３
月
11
日
現
在

で
３
７
２
人
。こ
の
う
ち
２
３
５
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。さ
ら
に
感
染
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、日
本
を
は
じ
め
世
界
各
国
は
警
戒
を
強
め

て
い
ま
す
。

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
有
効
な
手
洗
い
、

う
が
い
、栄
養
、休
養
と
い
っ
た
一
般
的
な
予
防

方
法
が
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
有
効
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
通
常
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
様
、感
染
者
の
せ
き
、く
し
ゃ
み
、

つ
ば
な
ど
の
し
ぶ
き
と
と
も
に
放
出
さ
れ
た
ウ

イ
ル
ス
を
吸
入
し
た
り
、便
な
ど
に
接
触
し
た
り

す
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。そ
の
た
め
、「
流
行
地

へ
の
渡
航
を
自
粛
す
る
」を
は
じ
め
、一
般
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法
と
同
様
、「
人
混
み

や
繁
華
街
へ
の
外
出
は
控
え
る
」、「
外
出
時
は
マ

ス
ク
を
着
用
」、「
帰
宅
時
の
う
が
い
・
手
洗
い
の

励
行
」が
必
要
で
す
。

ま
た
、十
分
に
休
養
を
と
り
、体
力
や
抵
抗
力

を
高
め
、日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

過
去
に
あ
っ
た
事
例

20
世
紀
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
（
ス
ペ
イ
ン
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
１
９
１
８
年
）、ア
ジ
ア
風
邪（
ア

ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
１
９
５
７
年
）、
香
港
風

邪
（
ホ
ン
コ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
１
９
６
８
年
）

で
人
類
は
大
き
な
被
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。実

は
こ
れ
ら
は
﹁
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
﹂
だ
っ
た

の
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
は
世
界
で
５
〜
10
億

人
が
感
染
し
、
４
０
０
０
〜
８
０
０
０
万
人
が
死

亡
。
わ
が
国
で
も
２
３
０
０
万
人
が
感
染
し
、
約

40
万
人
の
犠
牲
者
が
出
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
と
現
在
で
は

現
在
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
し
た
時
代
と

比
べ
、
医
療
や
衛
生
面
の
向
上
で
社
会
的
背
景
が

違
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
空
輸
や
海
運
、
高
速

道
な
ど
の
発
達
で
大
量
高
速
輸
送
の
時
代
。
ひ
と

た
び
発
生
す
る
と
、
瞬
時
に
広
域
に
感
染
が
拡
大

し
、
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
す
る
前
の
対
策
は

ま
ず
、
関
心
を
持
つ
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
く
だ

さ
い
。無
関
心
が
最
大
の
敵
（
危
険
因
子
）
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

前
記
し
ま
し
た
よ
う
に
大
量
高
速
交
通
機
関
が

発
達
し
た
現
在
、
発
生
と
同
時
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
陥
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。発
生
し
て
か

ら
対
策
を
講
じ
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
！　

日
ご

ろ
か
ら
家
族
で
、
友
人
で
、
職
場
で
﹁
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
対
策
に
つ
い
て
﹂
話
し
合
っ
て
く
だ
さ

い
。そ
し
て
次
の
こ
と
も
実
行
し
て
く
だ
さ
い
！

日
ご
ろ
か
ら
食
料・水・日
用
品
の

確
保・備
蓄
を
！

瞬
時
に
世
界
中
に
感
染
が
広
が
り
、
食
料
品
や

生
活
用
品
な
ど
の
製
造
元
や
流
通
に
か
か
わ
る

人
も
感
染
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
発
生
し
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
店
頭
は
品
物
が
か
な
り
不
足
す
る
と

い
っ
た
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。過
去
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
に
は
感
染
死
亡
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
人
が
飢
餓
で
死
亡
し

て
い
ま
す
。感
染
を
防
ぐ
た
め
、
学
校
も
職
場
も

閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。不
急
不
要

の
外
出
を
避
け
、
自
宅
待
機
で
、
最
低
限
の
生
活

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
２
カ
月
分
の
食
料
品
や
日
用
品
の
備
蓄
を
勧
め

て
い
ま
す
。

症
状
が
で
た
ら
、

ま
ず
保
健
所
な
ど
へ
相
談
を
！

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
疑
わ
れ
る
症
状
（
38

度
以
上
の
急
な
発
熱
、せ
き
、筋
肉
痛
、下
痢
な
ど
）

が
出
た
場
合
、
普
段
ど
お
り
医
療
機
関
に
か
か
る

と
感
染
を
広
げ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
保
健

所
や
町
な
ど
に
連
絡
・
相
談
し
、
指
示
さ
れ
た
医

療
機
関
で
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
＝

　
都�

城
保
健
所 

〒
８
８
５
︲
０
０
１
２ 

都
城
市

上
川
東
３
︲
14
︲
３  

☎
23
︲
４
５
０
４

三
股
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

☎
52
︲
８
４
８
１

知
っ
て
お
き
た
い

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
知
識
」（
知
識
の
ワ
ク
チ
ン
）

※
資
料
提
供:

都
城
保
健
所

♣
国
保
特
集Vol.14



外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー
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２
人
目
の
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

に
な
っ
た
キ
ャ
レ
ン
・
ミ
シ
ェ
ー
ル
・
ブ
ラ
ウ

ン
で
す
。キ
ャ
レ
ン
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。わ

た
し
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン

出
身
で
す
。と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
。日

本
で
は
、
お
祭
り
な
ど
の
地
域
で
行
う
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
み
た
い
で
す
。ま
た
、日

本
の
文
化
を
い
ろ
い
ろ
見
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。三
股
町
で
は
授
業
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
皆

さ
ん
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
と
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
よ
さ
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。外
国
語
指
導

助
手
は
、町
内
中
学
校
や
小
学
校
で
英
語
の

授
業
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
先
生
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

三
股
町
の
皆
さ

ん
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

交通事故は
もうたくさん

わ
た
し
が
事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
、も
う

１
年
が
た
ち
ま
し
た
。そ
の
日
は
土
曜
日
の

夜
で
、友
人
と
女
の
子
3
人
で
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ビ
ー
ル
な
ど
飲
み
な
が
ら
約
２
時
間
く

ら
い
カ
ラ
オ
ケ
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
が
終
わ
り
、こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

か
と
い
う
話
に
な
り
、と
り
あ
え
ず
ド
ラ
イ

ブ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

友
人
の
車
に
乗
り
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い

ま
し
た
が
、わ
た
し
は
明
日
仕
事
が
あ
る
の

で
、
わ
た
し
だ
け
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。家
に
着
く
と
、
友
人
や
女
の
子
が
止
め

て
あ
っ
た
わ
た
し
の
車
を
見
て
、「
カ
ッ
コ

イ
イ
」
と
か
「
乗
り
た
い
」
な
ど
と
言
っ
た

の
で
、わ
た
し
も
調
子
に
の
っ
て
し
ま
い
家

の
中
に
入
ら
ず
、わ
た
し
の
車
で
ド
ラ
イ
ブ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
か
ら
約
５
分
く
ら
い
の
所
に
見
通
し

の
よ
い
直
線
道
路
が
あ
り
、そ
こ
で
少
し
ア

ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
ま
し
た
。だ
ん
だ
ん
と

ス
ピ
ー
ド
を
出
す
に
し
た
が
っ
て
、乗
っ
て

い
る
友
人
や
女
の
子
が
、遊
園
地
に
来
て
い

る
か
の
よ
う
に
喜
ん
で
い
る
の
を
見
て
、わ

た
し
は
さ
ら
に
強
く
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、自

分
で
も
驚
く
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い

ま
し
た
。す
る
と
、
対
向
車
線
か
ら
１
台
車

が
き
ま
し
た
。わ
た
し
は
こ
の
ま
ま
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
い
て
も
大
丈
夫
と
思
い
、速
度

を
落
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、い
ざ
車
が
近

づ
く
と
本
当
に
す
れ
違
え
る
だ
ろ
う
か
と
い

う
不
安
に
襲
わ
れ
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
ま
し

た
。す
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
が
の
っ
て
い
た
わ
た

し
の
車
は
後
輪
の
タ
イ
ヤ
を
滑
ら
せ
、操
作
が

で
き
な
く
な
っ
て
縁
石
に
乗
り
上
げ
、電
柱
に

激
突
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

気
が
付
く
と
わ
た
し
は
車
の
下
敷
き
に

な
っ
て
お
り
、「
痛
い
、
痛
い
」
と
一
緒
に
乗
っ

て
い
た
女
の
子
の
声
が
車
の
中
か
ら
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
こ
と
は
覚
え
が
な

く
、気
が
付
い
た
の
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
で

し
た
。

一
緒
に
乗
っ
て
い
た
女
の
子
も
友
人
も
、元

気
だ
と
い
う
こ
と
を
母
か
ら
聞
い
て
安
心
し

て
い
ま
し
た
が
、わ
た
し
が
が
元
気
に
な
り
退

院
間
近
に
な
っ
た
と
き
、
母
か
ら
友
人
の
死

を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。脳
挫
傷
で
即
死
だ
っ
た

そ
う
で
す
。わ
た
し
は
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら

れ
な
く
な
り
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま

し
た
。あ
ん
な
に
仲
良
か
っ
た
友
人
、
あ
ん
な

に
優
し
か
っ
た
友
人
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た

自
分
が
本
当
に
情
け
な
く
な
り
ま
し
た
。父
や

母
に
、「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
に
乗
る

な
」
と
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
で
車
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
自

分
。調
子
に
の
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
自
分
。車
の
事
故
に
対
す
る
認
識
の

甘
さ
と
日
常
の
だ
ら
し
な
い
生
活
が
こ
の
よ

う
な
事
故
を
招
い
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
、亡
く
な
っ
た
友
人
の
遺
族
の
方
と
保

Ｔ
・
Ｋ　

19
歳　

会　

社　

員

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
激
突
事
故

険
の
金
額
が
合
わ
な
い
た
め
、民
事
裁
判
に

な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、刑
務
所
で
受
刑
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、残
し
て
き
た
家
族
に
は
大
変

な
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。わ
た
し
ひ
と
り

が
苦
し
め
ば
い
い
の
に
、
残
し
て
き
た
家

族
、被
害
者
の
遺
族
の
方
々
ま
で
苦
し
め
て

い
る
自
分
に
、後
悔
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
か
ら
は
亡
く
な
っ
た
友
人
の
分
ま

で
一
生
け
ん
命
生
き
、大
き
な
十
字
架
を
背

負
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、
わ
た

し
の
一
生
を
か
け
誠
意
を
持
っ
て
謝
り
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
10
位
／
平
成
20
年
６
月
30
日
現
在
（
30
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

Culture

笑
い
と
涙
の
人
情
芝
居

【
玄
海
竜
二　

一
座
公
演
】

７
月
５
日
、『
九
州
選
抜
座
長
大
会　

玄
海

竜
二　

一
座
公
演
』を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の

公
演
は
２
部
構
成
で
演
じ
ら
れ
、
第
１
部
で

は
あ
で
や
か
な
舞
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
照
明
の
中
、
玄
海
竜
二
さ
ん
を

は
じ
め
、
ほ
か
の
座
長
に
よ
る
華
麗
な
踊
り

と
そ
の
歌
声
に
は
、観
客
も
拍
手
喝
采
で
、と

て
も
楽
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

第
２
部
は
、笑
い
あ
り
、涙
あ
り
の
人
情
芝

居
で
、
熱
の
入
っ
た
玄
海
流
の
芝
居
に
会
場

は
と
て
も
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

文
化
の
祭
典「
童
謡
ま
つ
り
」へ
の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
！

来
年
２
月
14
日
に
開
催
さ
れ
る『
三
股
町

文
化
の
祭
典
』の
第
１
部
童
謡
ま
つ
り
で
、童

謡
ま
た
は
唱
歌
を
歌
う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

普
段
、練
習
を
し
て
い
る
、ま
た
は
し
て
い
な

い
に
関
係
な
く
、
＂歌
い
た
い
＂と
い
う
気
持

ち
が
あ
れ
ば
誰
で
も
Ｏ
Ｋ
！
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間

８
月
20
日（
水
）〜
９
月
30
日（
火
）

■
参
加
条
件

①
２
人
以
上
で
の
合
唱

②�
本
番
ま
で
に
２
回
ほ
ど
行
わ
れ
る
リ

ハ
ー
サ
ル
に
確
実
に
参
加
で
き
る
団
体

③
出
演
時
間
５
分
以
内
を
守
れ
る
団
体

④�

そ
の
ほ
か
、
事
務
所
か
ら
の
お
願
い
を

守
れ
る
団
体

■
申
し
込
み
方
法

町
立
文
化
会
館
に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
、
申

し
込
み
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送

付
し
ま
す
。

※�

申
し
込
み
は
、あ
く
ま
で
先
着
順
で
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ほ
か
、
ご
不
明
な
点
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
文
化
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
立
文
化
会
館

☎
０
９
８
６
（
51
）３
４
６
２

読
み
聞
か
せ
講
座

７
月
20
日
、﹁
宮
崎
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
の
広
瀬
美
由
紀
さ
ん
に
よ

る﹁
読
み
聞
か
せ
講
座
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
で
は﹁
本
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
﹂
と
題

し
、
絵
本
の
持
つ
特
性
や
読
み
聞
か
せ
る
絵

本
の
選
び
方
、
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と

の
効
果
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。﹁
絵
本

は
ひ
と
り
で
読
む
も
の
で
は
な
く
誰
か
に
読

ん
で
も
ら
う
も
の
﹂﹁
先
に
文
字
を
読
ん
で
し

ま
い
が
ち
だ
が
、絵
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
﹂な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。ほ
か
に

も
、絵
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ
の
実
演
、ま

た
、わ
ら
べ
う
た
も
あ
り
、参
加
者
は
絵
本
を

楽
し
み
な
が
ら
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
！
夏
休
み
の
図
書
館

夏
休
み
中
、
連
日
１
０
０
０
人
を
超
え
る

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。館
内
で
宿
題
を
し
た

り
、本
を
借
り
た
り
読
ん
だ
り
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ビ

デ
オ
の
視
聴
な
ど
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た

ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
ご
し
方
を
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、今
年
は
夏
休
み
期
間
中
、職
員
に
よ

る
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
し
た
。絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
に
折
り

紙
や
絵
描
き
な
ど
を
し
て
も
ら
い
、
館
内
に

飾
り
ま
し
た
。全
部
で
６
回
開
き
、毎
回
た
く

さ
ん
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

図
書
館
入
り
口
で
は
、11
枚
の
広
島
、長
崎

原
爆
投
下
の
当
時
の
写
真
も
展
示
。そ
れ
に

あ
わ
せ
て
原
爆
に
関
す
る
本
も
並
べ
、
多
く

の
人
に
足
を
止
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
あ
わ
せ
、
中
国
や
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
展
示
も
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
三
股
中
学
校
の
田
原
教
諭
が

３
日
間
の
研
修
を
行
い
、
窓
口
業
務
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。図
書

館
は
多
く
の
利
用
者
や
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）・
祝
日
・

年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）・
第
３

水
曜
日（
館
内
整
理
日
）・
館
内
資
料
一
斉
点

検（
年
１
回
15
日
以
内
）

華麗な舞踊に場内もうっとり　玄海竜二一座

笑いあり涙ありの「人情芝居」　玄海竜二一座

たくさんのお話を楽しみました

読み聞かせの実演をまぜながらの講座をしました

新
外
国
語
指
導
助
手

キ
ャ
レ
ン・

ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

Nice to meet you !

左が新外国語指導助手のキャレンさん。右はエリックさん。
今後２人がこのコーナーを担当します。キャレン・ブラウン
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７
月
６
日
、８
日
、13
日
、21
日

の
４
日
間
、町
と
町
体
育
協
会（
蓬

原
正
嗣
会
長
）主
催
の﹁
第
１
回
み

ま
た
町
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
﹂
が
、

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
を
主
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
開
か
れ
て
い
た
町

ス
ポ
ー
ツ
祭
と
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー

ツ
祭
を
合
同
で
行
う
初
め
て
の
試

み
で
、
広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し

健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
、
自
治

公
民
館
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
主
な
目
的
で
す
。

種
目
は
、
自
治
公
民
館
対
抗
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
個
人
対
抗
の
弓

道
や
卓
球
な
ど
計
14
種
目
で
、
１

２
０
３
人
が
各
種
競
技
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬

称
略
）。

「
保
護
者
と
し
て
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守

る
責
任
が
あ
る
。
今
後
も
よ
り
よ
い
活
動
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
ん
で
い
き

た
い
」

町
地
域
活
動
連
絡
協
議
会（
山

下
み
ど
り
会
長
・
21
ク
ラ
ブ
・１
０

８
９
人
）
は
、７
月
の『
遊
び
場
遊

具
点
検
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
あ
わ

せ
、
各
地
区
公
園
遊
具
の
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
全
国
地
域

活
動
連
絡
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
町
連
協
も
平
成
16
年
か

ら
毎
年
７
月
に
開
催
。
こ
の
う
ち
、

７
月
28
日
に
は
町
連
協
３
役
と
上

米
地
域
活
動
ク
ラ
ブ
が
上
米
公
園

の
遊
具
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
同
施
設
担
当
の
役
場

職
員
も
参
加
。遊
具
一
つ
ひ
と
つ

の
金
属
劣
化
な
ど
点
検
し
ま
し
た
。

上
米
公
園
で
遊
具
点
検

町
地
域
活
動
連
協

８
月
８
日
、都
城
警
察
署
と
都

城
地
区
地
域
安
全
協
会
は
、町
内

30
カ
所
の
各
自
治
公
民
館
に
対
し
、

「
防
犯
連
絡
所
委
嘱
状
」を
交
付
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、安
全
で
住
み
よ
い
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
地
域

住
民
の
自
主
活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、各
自

治
公
民
館
を
地
域
自
主
活
動
の
中

核
と
し
て
、ま
た
、地
域
住
民
と
警

察
署
な
ど
と
の
連
携
の
結
節
点
と

し
て
位
置
付
け
る
も
の
で
す
。

椎
康
一
警
察
署
長
は
各
自
治
公

民
館
長
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を

渡
し
た
後
、「
少
子
高
齢
化
、独
居

者
の
増
に
よ
り
今
後
１
人
で
亡
く

な
る
と
い
う
人
も
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
。防
犯
に
限
ら
ず
、地
域
の

キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

防
犯
連
絡
所
で
地
域
安
全
を

各
自
治
公
民
館
長
に

委
嘱
状

町
地
域
活
動

連
絡
協
議
会
会
長

山
下
み
ど
り
さ
ん

７
月
28
日
、町
と
都
城
警
察
署

は
、「
暴
力
団
員
に
よ
る
三
股
町
営

住
宅
の
使
用
制
限
に
関
す
る
協
定

書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
６
月
26
日
に
行
っ
た

「
町
営
住
宅
管
理
条
例
」の
一
部
改

正
で
、暴
力
団
員
は
町
営
住
宅
に

入
居
で
き
な
い
な
ど
の
規
定
を
よ

り
効
力
あ
る
も
の
に
す
る
も
の
で
、

県
内
自
治
体
で
は
初
め
て
の
試
み
。

町
営
住
宅
入
居
者
と
そ
の
周
辺
住

民
の
生
活
の
安
全
や
平
穏
の
確
保

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、町
営
住
宅
総
数
は
８
１

７
戸
。こ
の
協
定
を
締
結
し
た
こ

と
で
、暴
力
団
員
に
関
す
る
情
報

の
提
供
や
、暴
力
団
員
に
対
し
て
、

町
が
入
居
拒
否
や
明
け
渡
し
に
関

す
る
訴
訟
を
行
う
場
合
な
ど
の
支

援
が
、都
城
警
察
署
か
ら
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
営
住
宅
、暴
力
団
員
を
拒
否

町
と
都
城
警
察
署
が

協
定
を
結
ぶ

８
月
３
日
、消
防
技
術
の
向
上

を
目
的
と
し
た「
都
城
支
部
消
防

操
法
大
会
」が
、都
城
市
山
之
口
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
機
動
本
部（
ポ

ン
プ
自
動
車
の
部
）、第
２
部（
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
）、第
５
部

（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）の
３
チ
ー
ム

が
出
場
。同
大
会
は
、各
部
門
ご
と

の
団
員
の
規
律
や
動
作
、発
水
ま

で
の
所
要
時
間
な
ど
の
項
目
で
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
代
表
の
３
チ
ー
ム
は
、日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
と
な
る
見
事
な

操
法
を
披
露
。第
２
部
と
第
５
部

が
堂
々
の
優
勝
、機
動
本
部
が
惜

し
く
も
２
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

な
お
、第
２
部
と
第
５
部
は
、８

月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
同
県
大
会

に
出
場
。こ
の
模
様
は
10
月
号
で

お
伝
え
し
ま
す
。

町
消
防
団
、支
部
操
法
大
会
で

日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
実
る

「
消
防
団
活
動
と
い
う
貴
重
な
経
験
は
わ
た
し

の
財
産
に
な
り
ま
し
た
。今
後
も
地
域
の
消
防

活
動
に
陰
な
ら
が
協

力
し
て
い
き
た
い
」

８
月
５
日
、
町
は
消
防
団
に
５

年
以
上
在
団
し
、
今
年
３
月
末
で

退
団
し
た
消
防
団
退
団
者
11
人
に
、

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
は
、桑
畑
町
長
が﹁
長

年
の
活
動
に
感
謝
し
ま
す
﹂
と
退

団
者
一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

な
お
、
退
団
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。敬
称
略
・（ 

）
は
所
属
部
。

上
原
雅
彦（
本
）、
足
立
綾
夫

（
１
）、上
沖
和
己（
２
）、中
内
篤
志

（
２
）、
別
府
隆
人（
３
）、
福
島
謙

次（
３
）、満
来
辰
也（
４
）、馬
場

勝
裕（
６
）、初
森
明
義（
６
）、山

本
徹（
７
）、下
沖
純
二（
７
）

長
年
の
地
域
防
災
に
感
謝

退
団
者
11
人
に
感
謝
状

元
消
防
団
機
動
本
部
長

上 

原 

雅 

彦
さ
ん

「
地
域
を
良
く
も
悪
く
も
す
る
の
は
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
次
第
。今
後
も
先
祖
へ
の

感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち

を
含
め
、
子
ど
も
た
ち

に
示
し
て
い
き
た
い
」

８
月
13
日
、14
日
は
、町
内
各
地

で
盆
踊
り
や
盆
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、２
地
区
は
、樺
山
納

骨
堂
で﹁
第
２
回
盆
ま
つ
り
大
会
﹂

を
14
日
、開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
12
年
ま
で
開
催
し

て
い
た
盆
踊
り
が
、昨
年
、７
年
ぶ

り
に
復
活
し
た
も
の
で
、
同
地
区

自
治
公
民
館
連
協
と
壮
年
会
が
主

と
な
り
、﹁
地
域
の
心
を
一
つ
に
﹂

を
合
言
葉
に
開
催
。
ま
つ
り
で
は
、

地
区
住
民
の
バ
ン
ド
演
奏
や
盆
踊

り
、抽
選
会
な
ど
が
あ
り
、会
場
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

各
地
で
盆
行
事
に
ぎ
わ
う

２
地
区
で
は
、「
心
を一つ
に
」

第
２
回
樺
山
盆
ま
つ
り

実
行
委
員
会
委
員
長

上 

水  

漸
さ
ん

●�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
（
パ
ー
ト
別
）／
下

新
・
山
王
原
・
谷
・
梶
山
・
小
鷺
巣

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
／
６
地
区

●�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生
男
子
／
木
下
龍

星
・
坂
口
功
一
組

　

 

中
学
生
女
子
／
大
田
明
里
・
久
保
沙
織
組

●
四
半
的
弓
道
／
隈
元
祥
子

●�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス
／
深
見

一
智
・
深
見
星
智
組

　

 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
／
長
崎
瑞
穂
・
時
任
久
美

子
組

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
深
見
一
智

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
永
山
愛
莉

●
弓
道
男
子
／
中
村
宗
史

　

女
子
／
鳥
越
知
穂

●�

陸
上
１
０
０
㍍
小
学
１
年
生
男
子
／
荒

木
勇
太

　

同
３
年
生
男
子
／
上
村
友
翼

　

同
４
年
生
男
子
／
新
地
直
人

　

同
５
年
生
男
子
／
高
橋
悠
哉

　

同
６
年
生
男
子
／
月
野
誠
也

　

８
０
０
㍍
中
学
生
男
子
／
大
重
陽

　

１
５
０
０
㍍
同
男
子
／
国
分
翔
太

　

３
０
０
０
㍍
同
男
子
／
新
地
司

　

 

３
０
０
０
㍍
高
校
・
一
般
男
子
／
大
久
保

誠

　

１
０
０
㍍
小
学
２
年
生
女
子
／
松
岡
杏

　

同
３
年
生
女
子
／
内
枦
保
舞

　

同
４
年
生
女
子
／
根
井
雪
名

　

同
５
年
生
女
子
／
永
友
郁

　

同
６
年
生
女
子
／
前
田
千
愛
美

　

８
０
０
㍍
中
学
生
女
子
／
橋
口
優
香

　
１
５
０
０
㍍
中
学
生
女
子
／
田
中
弥
生

　

�

４
０
０
㍍
小
学
低
学
年
男
女
／
上
村
友

翼
（
３
年
）

　

�

８
０
０
㍍
同
高
学
年
女
子
／
長
友
郁
（
５

年
）

　

�

小
学
高
学
年
男
子
１
０
０
０
㍍
／
月
野

誠
也
（
６
年
）

●�

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
パ
ー
ト
別
）
／
上

米
Ａ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
平
成
ク
ラ
ブ
・
あ
お

ば
ず
く

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
男
子
／
桑
畑
和
也

　

女
子
／
最
上
川
俊
子

●�

ミ
ニ
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
／
塩
塚
千
代
子
・

岩
崎
淳
子
組

●
ペ
タ
ン
ク
／
面
田
栄
徳
・
宮
里
翠
組

●
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
永
友
俊
一

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
川
内
清
美

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
男
子
／
福
留
敏
夫

　

女
子
／
最
上
川
俊
子

●�

硬
式
テ
ニ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
八
木

悠
輔

　

 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
／
小
園
望
・
蒼
森
香
織
組

１
２
０
０
人
が
熱
戦

第
１
回 

み
ま
た
町
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

体育協会功労者表彰も行われた
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〜見えてくる 日本の暮らし 住まいから〜
10月１日、全国で平成20年住宅・土地
統計調査が行われます。
この調査は、住宅・土地に関する最も基
本的な調査で、全国で約350万世帯を対
象とする規模の大きな標本調査です。昭
和23年以来５年ごとに行われていて、調
査結果は、国や都道府県・市区町村が住
生活基本計画やまちづくり施策などを立
案するための重要な資料として利用され、
わたしたちの住生活の向上に大切な役割
を果たします｡
９月下旬に、調査の対象となったお宅
に調査員が伺い、世帯ごとに調査票を配
布します。調査票は、後日、調査員が受け
取りに再度伺いますので、調査票への記
入をお願いします。
〈記入内容の秘密は守られます〉
調査票に記入していただいた内容を他
に漏らしたり、統計以外の目的に使用し
たりすることは、法律で固く禁じられて
います。安心して、ありのままをご記入く
ださい。
■問い合わせ
　総務企画課　企画政策係
　☎52－1111（内線225）

《サンバカーニバル参加団体募集》
■日時＝11月８日（土）
　　　正午〜午後１時30分（予定）
■内容＝サンバ調三股ばやしの音楽に
あわせて、ステージで踊ります。振り
付けは自由です。
※�趣向を凝らしてご参加ください。音源
のＣＤは貸出しができます。
※ステージでの演技のみです。
■参加資格＝保育園・幼稚園・学校・職
場・家族・民主団体、スポーツクラブ、
地区など
※どんな団体でも結構です。

■参加賞＝１団体15人以上は1万5,000円、
10人以上15人未満は１万円です。
■申込期間＝９月16日（火）から
　　　　　10月10日（金）まで
※先着順、25団体までとします。
■申し込み＝産業振興課　商工観光係
　　　　　　☎52－1111・内線354
《フリーマーケット参加者募集》
■日時＝11月８日（土）正午〜午後５時
� 11月９日（日）午前９時〜午後５時
■場所＝ふるさとまつり会場内
（『元気の杜』の芝生広場内）
■申込受付＝９月16日（火）から
　　　　　10月10日（金）まで
※�小間数に限りがありますので、早めに
申し込みください。
※�町外の人の申し込みは９月24日（水）
から受け付けます。
■小間料＝場所代として受け付け時に
１区画当たり１日500円いただきます。
※�未成年者の出店は、保護者の同意が必
要です。
■申し込み＝産業振興課　商工観光係
　　　　　　☎52－1111・内線354
《出店募集》
■日時＝11月８日（土）正午〜午後９時
（搬入は当日午前７時〜11時）
 �11月９日（日）午前９時〜午後５時
 （搬入は当日午前６時30分〜８時30分）

※搬出は9日（日）午後５時〜８時
■場所＝ふるさとまつりメイン会場内
※�搬入・搬出時間を厳守すること。（時間
外は会場内への車の乗入れはできません）
※�出店者説明会〔10月29日（水）役場に
て〕に出席すること。
※テントは実行委員会で設営します。
※売台は各自準備をお願いします。
【A．民主団体】
■出店資格＝各種団体、民主団体など
■申込受付＝９月16日（火）から
　　　　　10月10日（金）まで
■小間料＝団体（販売する場合）
　１小間につき3,000円
　団体（販売しない場合）無料
■�申し込み＝民主団体・各種団体は、　
産業振興課　商工観光係

　☎52－1111・内線354

【B．出店事業者】
■出店資格＝町内に事業所を有してい
る人、または町内在住の事業者である
こと。

※�事業者でない人や名義貸しによる出店
はできません。
※�まつり時間中はすべて営業できること
（時間内に許可なく閉店することはで
きません）。
■申込受付＝
町内事業者10月 1日（水）〜21日（火）
町外事業者10月14日（火）〜21日（火）
※都城市内の事業者に限る
※�町内事業者で出店スペースが埋まらな
い場合に町外事業者を受け付けます。
■小間料＝
テント付…１小間6,000円
（間口2.7㍍×奥行3.6㍍）
テント無…１小間3,000円
（間口5.4㍍×奥行3.6㍍）
※�出店場所については原則として受付順
とし、テント付の場合…町内事業者６
小間（町外４小間）、テント無の場合…
町内事業者３小間（町外２小間）を限
度とします。併用の場合はテント付換
算を限度とします。
※�テント付とテント無では出店場所が異
なります。ご注意ください。
■申し込み＝三股町商工会
　　　　　　☎52－2226

「自分もボランティアとして何かやって
みたい。でも、自分にあったボランティ
アって何だろう？」と日ごろ考えている
町民の皆さんに、自分らしいボランティ
ア活動を見つけてもらうことを目的とし
て、「ボランティアまつり」を開催します。
さまざまな催しが行われますので、ぜ
ひご来場ください。
■テーマ＝
みまたにひろがれボランティアの輪！
■日時＝10月18日（土）
　　　午前10時〜午後３時30分
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」

■内容＝・ボランティア登録受付・献血・
バザー・国際交流・ミニコンサート・輪
になっておどろう・各ボランティアの
広場・出店＊炊き出し＊創作、遊び、子
ども＊環境＊茶の湯＊手話＊交流
■主催＝町社会福祉協議会
　　　町ボランティア連絡協議会
■問い合わせ
　町社会福祉協議会
　☎52－1246
　℻52－8194

明るい選挙宮崎県推進協議会では、青
年が、選挙や政治に対して日ごろから考
えていることや感じていること、求めて
いることの意見発表会を開催します｡
町選挙管理委員会では、その発表者を
下記のとおり募集します。
青年の皆さんのあふれる思いを意見発
表してみませんか。
たくさんのご応募お待ちしています。
■応募対象者＝昭和60年４月２日から
平成元年４月１日生まれの人
■発表内容＝『有権者となって感じた政
治について・選挙について』
■発表時間＝５分程度
■提出場所＝町選挙管理委員会事務局
（役場２階⑧番窓口）
■問い合わせ
　三股町選挙管理委員会事務局
　☎52－1111（内線232）

「あなたが主役　明るい職場と健康づくり」
全国労働衛生週間は、昭和25年に第１
回が実施されて以来、本年で第59回を迎
えます。この間、国民の労働衛生に関する
意識を高揚させ、事業場での自主的労働
衛生管理活動を通じた、労働者の健康の
保持増進と快適な職場環境の形成に大き
な役割を果たしてきたところです。
昨年の業務上疾病による全国での被災

者は8,684人であり、長期的には減少して
いますが、腰痛については近年増加傾向
にあります。また、一般定期健康診断の結
果、何らかの所見がある労働者の割合は
増加を続けていて、平成19年は49.9㌫に
上っています。さらに、仕事や職場生活に
関する強い不安、悩み、ストレスを感じる
労働者の割合は６割を超え、業務による
ストレスなどにより精神障害を発症する
事案が増加しています。
そこで職業性疾病等の大幅な減少を目
指すとともに、定期健康診断での有所見
率の低減を図るため、
◦職業性疾病などの予防対策
◦化学物質による健康障害の防止
◦過重労働による健康障害防止対策
◦メンタルヘルス対策
◦産業保険活動、健康づくり
◦快適職場づくり対策
を重点対策として全国労働衛生週間が
展開されます。労働衛生の意識の高揚を
図るとともに、自主的な労働衛生管理活
動を推進しましょう。
■問い合わせ
　宮崎労働局労働基準部　安全衛生課
　☎0985（38）8835

（社）都城法人会青年部会は、20周年記
念事業として、来年２月22日（日）にテレ
ビ東京のテレビ番組「開運！なんでも鑑
定団」「出張！なんでも鑑定団in都城」を
開催します。
あなたのとっておきの「お宝」を鑑定し
てもらいませんか？時代、ジャンルは問
いません。“これは”というお宝をぜひご
応募ください。
■応募方法＝申込書に必要事項を記入
のうえ、鑑定品の写真を添付して都城
法人会青年部会まで郵送またはお持
ち込みください。申込書は役場案内窓
口にあります。
■添付写真＝①全体像が分かる写真、②
主要部分（絵柄や文字など）のアップ

写真、③銘や落款などの写真
前記３点以上の写真を添付してください。
■応募締切＝12月10日（水）必着
■選考方法＝
　テレビ東京の番組スタッフが応募書類
を詳細に検討して選考します。
※�選考の途中経過に関しては一切お答え
できません。
■発表＝
　採用の可能性がある人には、テレビ東
京の番組スタッフから直接連絡があ
ります。
※�連絡がない場合は、不採用です。鑑定は
ありません。
■申込受付＝
　〒885－0073
　都城市姫城町４－１　商工会館２階
　社団法人都城法人会青年部会
　「出張！なんでも鑑定団in都城」お宝係
　☎45－0377
※�また、同時に観覧希望者も募集してい
ます。詳しくは申し込み用紙をご覧く
ださい。

三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成20月７月１日から31日まで

10月１日「住宅・土地統
計調査」が行われます

第18回三股町ふるさとま
つりのイベントに参加
してみませんか？

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

愛のご寄付

またボランティアま
つり｣を開催します

｢み

けもんの主張」
意見発表者の募集

｢わ

第59回全国労働衛生週間
《10月1日〜7日》

出張！なんでも鑑定団
in都城
あなたのお宝大募集!!

福田ツヤ子 夫 忍 83 前　目 ５万円

荒武ヒサ子 夫 國　光 89 上　新 ５万円

持原　雅子 夫 和　夫 80 東植木 ５万円

益山トミ子 夫 裕
やす

夫
お

92 東植木 ３万円

本
もと

門
かど

　久春 妻 タミエ 80 仮　屋 ３万円

国分　和子 夫 貢
みつぐ

75 寺　柱 10万円

竹之下輝
てる

視
み

母 奈　美 94 今　市 ２万円

桒畑　政子 夫 武　信 80 上　新 １万円

新森　ナミ 夫 國　男 89 蓼　池 ３万円

小牧　圏
けん

治
じ

伯母 河野トシ子 87 梶　山 ３万円

押川　節子 母 味
み

山
やま

フミエ 93 稗　田 ３万円

山元アキ子 夫 三　郎 66 梶　山 ５万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診
■期日＝10月３日（金）
■受付＝午後１時15分〜１時45分

●予防接種【ポリオ】
■期日＝９月25日（木）・10月９日（木）・30日（木）
■受付＝午後１時〜２時
■受けられる年齢＝生後３か月〜90か月未満
■受けるのが望ましい年齢＝生後３〜18か月
■持ってくるもの＝母子手帳、印かん
■�注意事項＝ポリオ接種後に他の予防接種を受けるときは
27日以上あけてください。

※�「ポリオ」以外の定期予防接種は、指定医療機関での個別
接種となります。子どもの体調の良い時に計画的に受けま
しょう。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52－8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝９月18日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
　　　　子育てサークル「いもん子クラブ」さん

●お誕生会　
■期日＝９月25日（木）
■時間＝午前10時〜11時
■�内容＝�８・９月生まれのお友達をきているみんなで　　　

お祝いします。
●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝９月30日（火）　
■時間＝午前10時〜午前11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●親子教室
■期日＝10月２日（木）　
■時間＝午前10時〜正午
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■内容＝ミニミニ運動会♪

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－８４８１

●リズムウォーキング
■期日＝９月29日（月）
■時間＝午前11時〜正午
※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を１時間程度行
います。

●９月24日〜30日は「結核予防週間」です
結核は、昔の病気と思われがちですが、今もなお全国で年間
約２万7,000人もの新しい患者が発生し、約2,000人以上が亡く
なっています。
新しい患者数は減少していますが、60歳以上の人と若年者の
発病が増えています。
■結核菌とは？
結核菌は結核菌を持っている人がくしゃみやせきをした
ときに飛び散るしぶきと一緒に空気中に放出されます。この
放出された菌を吸い込むことによって感染します。しかし、
感染した人全員が発病するわけではありません。
■感染と発病の違い
感染は結核菌が体内にいても特に悪い影響を与えていな
い状態をいいます。元気な人は免疫によって結核菌が活動す
るのを抑えることができるからです。
発病は結核菌が体内で活発になり、肺やそのほかの臓器を
攻撃します。
■結核の症状は？
結核の初期症状は風邪に似ているので気づかないことも
あります。次のような症状が続くときは結核を疑って早めに
医療機関を受診することが大切です。
◦２週間以上続くせきやたん（血たん）
◦発熱（微熱）
◦体重減少
◦胸の痛み
◦倦

けん

怠
たい

感（体がだるい）
■ＢＣＧ
赤ちゃんがかかりやすい重度の結核の発病と重症化を防
いでくれる予防接種です。
町では生後２か月〜６か月未満の子どもを対象に医療機

Mimata  Health & Welfare Guide

関で接種できます。
■そのほか
結核は過労、睡眠不足、栄養不足で抵抗力が弱まったとき
に発病するので規則正しい生活を心掛けることが大切です。
年に１回は定期健診を受けましょう。

心身障害者福祉手当交付申請について
●社会福祉係（内線164）

次のとおり、心身障害者福祉手当ての支給対象に当てはまる
人は申請の手続きを行ってください。
■支給対象者＝
10月１日現在、町の住民で身体障害者手帳または宮崎県の
療育手帳の交付を受けている人で次の①〜④すべてに当て
はまる人
①�国民年金、厚生年金、恩給など、公的年金（農業者年金は
除く）を受給していない人

②�児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者手当、障害
児福祉手当、三股町心身障害児童扶養手当などの支給を受
けていない人

③町に転入してから６カ月を経過した人
④�障害基礎年金の受給資格を超える所得（例：扶養人数０人
の場合で360万4,000円）がない人

■申請期間＝10月１日〜31日まで
　　　　　　（ただし、土・日曜日、祭日は除く）
■申請場所＝福祉課（⑦番窓口）
■申請に必要なもの＝
  ◦印かん
  ◦身体障害者手帳または療育手帳
  ◦郵便局以外の通帳
■手当の額＝    
  ◦�身体障害者手帳１級〜４級の人、療育手帳の程度がＡの
人…１万円

  ◦�身体障害者手帳５級〜６級の人、療育手帳の程度がＢ1〜
Ｂ2の人…8,000円

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆さんへ
●社会福祉係（内線164）

平和祈念事業特別基金では、いまだ請求されていない恩給欠
格者、戦後強制抑留者、引揚者の「ご本人」に、『特別慰労品』を
贈呈しています（ご遺族は対象とはなりません）。「引揚者」は、
終戦の日まで引き続き１年以上外地で生活していて戦後引き揚
げてきた家族全員が対象です。
請求書類は福祉課の窓口にあります。請求期限は平成21年３
月31日までです。未請求の人は、早急に請求してください。
資格要件などの質問やお問い合わせは、独立行政法人平和祈
念事業特別基金までお願いします。（請求に関する「お問い合わ
せ」や「ご相談」は無料です）
■無料電話＝80120－234－933
 �（月〜金、午前９時15分〜午後５時15分、ただし土日祝日
は休みです）

地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52−8634

振り込め詐欺未遂事件 発生！！
７月15日（火）の午後、都城市郡元町で現金自動受け払い機

（ＡＴＭ）を利用した振り込め詐欺未遂事件が発生しました。た
またま、後ろで待っていた人が、携帯電話で通話しながらＡＴ
Ｍの操作をしているのを不審に思い、警察に通報して「振り込
め詐欺」を未然に防ぐことができました。
※�最近、宮崎県内では「医療費や保険料、税金等で還付金があ
ります」などの不審な電話を掛けてくる還付金詐欺が多発し
ています。
還付金詐欺の手口
①�犯人らは、社会保険事務所の職員
や、自治体職員、税務署員を装っ
て「医療費・保険料・税金などが還
付されます」といった電話を掛け
てきて、払い過ぎたお金が返還さ
れるかのように偽ります。

②�ＡＴＭのある場所に行って電話
をするように誘導します。

③�「わたしの指示通りにＡＴＭを操
作してください」などと言葉巧み
にＡＴＭを操作させ気付かない
ように犯人の口座にお金を振り込ませます。

〜三股町役場から医療費や介護保険料、税金を還付する場合〜
原則として文書で還付金があることを通知し、町民の皆さん
から役場に電話を掛けてもらうようにしています。
（まれに急ぎの場合だけ、文書通知を行う前に電話をすること
がありますが、何の文書も提示せずに還付金をＡＴＭなどで返
還することは絶対にありません）
不審な電話が掛かってきて、対応に迷った場合は包括支援セ
ンターまで連絡してください。（☎52−8634）
皆さん、十分ご注意ください。

●足もと元気教室のお知らせ（9月19日〜10月18日の日程）

「足もと元気教室」の各地区での日程は、次のとおりです。
地区名 時　間 場　所 日　程
蓼 池 午前9時30分〜11時 蓼 池 児 童 館 ９月25日・10月２・16日
轟 木 午後1時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 ９月22日
植 木 午後1時30分〜 3時 西植木コミュニティーセンター ９月24日・10月８日
中 原 午前9時30分〜11時 中原コミュニティーセンター ９月24日・10月８日
前 目 午後1時30分〜 3時 前 目 研 修 館 10月15日
寺 柱 午後1時30分〜 3時 寺 柱 青 年 の 家 10月 9日
餅 原 午後1時30分〜 3時 餅 原 研 修 館 9月 8日
梶 山 午前9時30分〜11時 第 ４ 地 区 分 館 10月15日
谷 午後1時30分〜 3時 谷 青 年 の 家 10月 7日
今 市 午前9時30分〜11時 今 市 児 童 館 10月 6日
※日程は、毎月ご案内します。
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10月の行事予定【親子教室】
期日＝10月23日（木）
時間＝午前10時〜11時
内容＝リズムビクス
　※�動きやすい服装でお越しください。
汗をかきますので、タオルや飲み
物を各自お持ちください。



● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

毎月19日は食育の日

■税

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

Life & Tax
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1 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
2 火 ◦可燃物
3 水

4 木 ◦缶・びん
5 金 ◦可燃物
6 土

7 日

◎三嶋内科（内） ☎24-7171（鷹　尾）

◎鵜木内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎ゆうクリニック（消・外・内） ☎46-6100（広原町）

◎吹上耳鼻科（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

8 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
9 火 ◦可燃物
10 水

11 木 ◦トレイ・ペット
12 金 ◦可燃物
13 土

14 日

◎村上クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎児玉小児科（小） ☎25-5570（花繰町）

◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）

◎野口脳神経外科（脳外科） ☎47-1800（太郎坊町）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎51-1187（三股町）

15 月

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎ケイオークリニック（内・小） ☎46-4500（一万城町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎速見医院（泌） ☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎たき心療内科（心内・精・神内） ☎46-9191（若葉町）

◦図書館休館日
16 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
17 水 ◦図書館休館日
18 木 ◦缶・びん
19 金 ◦可燃物
20 土

21 日

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎いづみ内科（内） ☎22-7111（鷹　尾）

◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）

◎福田クリニック（外・循・内） ☎46-1122（蓑原町）

◎寺本整形（整） ☎22-1171（北原町）

21 日 ◎中山産婦人科（産・婦） ☎23-8815（前田町）

22 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

23 火

◎宇宿医院（内・小・胃） ☎25-9031（栄　町）

◎あきと内科胃腸科（内・胃）☎46-5500（都原町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎酒井皮膚科（皮） ☎25-5322（北原町）

◎やの耳鼻科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

◦図書館休館日
24 水

25 木 ◦トレイ・ペット
26 金 ◦可燃物
27 土

28 日

◎藤元上町（内） ☎23-4000（上　町）

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎竹田内科（内） ☎38-1036（高木町）

◎池之上整形（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎安藤医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎西元眼科（眼） ☎25-8888（中原町）

29 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
30 火 ◦可燃物

1 水

2 木 ◦缶・びん
3 金 ◦可燃物
4 土

5 日

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）

◎長倉医院（内・小） ☎52-2109（三股町）

◎西平外科（外・胃） ☎25-5551（久保原町）

◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）

◎いそいち産婦人科（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

6 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水

9 木 ◦トレイ・ペット
10 金 ◦可燃物
11 土

12 日

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）

◎下長飯クリニック（外・内）☎39-0800（下長飯町）

◎山田医院（内・小・リウ・アレ） ☎64-2816（山田町）

◎橘整形（整） ☎23-7236（中　町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎中山耳鼻科（耳鼻） ☎24-2648（妻ヶ丘町）

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

今井さんご夫妻

仲町在住の今井鉄熊さん（95）とヤ
エさん（86）ご夫妻は、町内在住の夫
妻としては最高齢の夫妻です。
寡黙な鉄熊さんの健康の秘訣は、毎
朝30分の体操を欠かさず行うことだと
か。晩酌もするのか尋ねると「ええ。そ
りゃあ毎日楽しみです」とにっこり。お
話好きなヤエさんといつまでも仲良く
お元気で。

くらしのカレンダー
1. September ~ 12.October 2008

みまた

◎今月の表紙

くらしのカレンダー

『元気の源は』

◎９月の予定

◎10月の予定

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。
食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。食育って？

● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

９月の旬食材…キノコ

◎黄の皿　ごはん
　【主食２つ（SV）】　150㌘／ 250㌔㌍／塩分1.2㌘

◎白の皿　しめ卵汁
　【主菜１つ（SV）】 75㌔㌍／塩分1.2㌘
材　料　�しめ卵…２切れ（参照）、ミツバ…１／８束、だし汁…３／４カッ

プ、塩…小さじ１／８、薄口しょうゆ…小さじ１／４
作り方　�①お椀にしめ卵とざく切りにしたミツバを入れておく。　②鍋に

だし汁、塩、調味料を煮立てる。　③あつあつをお椀に注ぐ。
★参照／しめ卵の作り方（４人分）…①鍋に水４カップを沸騰させ、塩小さ
じ１を入れる。　②卵３コをときほぐして、細長く流し入れる。　③ザル
に重ねたさらしを敷き、卵がふわっと浮いてきたらその中にあけて水気を
きる。　④卵をさらしごと細長くまとめ、さらに巻きすで巻いて、10分ほ
どおく。　⑤小口から８等分に切り分ける。

◎緑の皿　きのこのマヨネーズ炒め
　【副菜１つ（SV） 】 95㌔㌍／塩分0.9㌘　
材　料　�シメジ…１／４パック、シイタケ…１／４パック、ニラ…25㌘、白

ネギ…５㌘、マヨネーズ…大さじ３／４、酒…大さじ１／８、しょ

うゆ…大さじ１／４、レモン汁…大さじ１／４
作り方　�①シメジは石づきを除いて小房に分ける。シイタケは石づきを除

き、薄く切る。ニラは４㌢長さに切る。白ネギは4㌢長さのせん切
りにし、水にさらして水気をきる。　②フライパンを熱してマヨ
ネーズを入れ、半分溶けたらシメジとシイタケを入れてさっと炒
め、酒をふってさらに炒める。しんなりしたらしょうゆとレモン汁
を加え、ニラも加えて、さっと炒め合わせる。　③器に盛り、上に
白ネギを飾る。

◎赤の皿　さんまのにんにくみそ煮
【主菜２つ（SV）】 300㌔㌍／塩分1.8㌘

材　料　�サンマ…1匹、ニンニク…1かけ、だし汁…100cc、酒…小さじ２、
砂糖…小さじ１／２、しょうゆ…大さじ１／４、みそ…15㌘

作り方　�①サンマは頭を切り落として腸わたを除き、腹の中まできれいに
水洗いし、尾を落として、４等分する。　②ニンニクは薄切りにす
る。　③鍋にだし汁とみそ以外の調味料を煮立て、サンマとニン
ニクを入れる。再び煮立ったら火を弱め、落としぶたをして15分
ほど煮る。④みそを溶き入れ、煮汁にとろみがつくまで煮る。

◎白の皿　ぶどう
　【果物１つ（SV）】　80㌘／ 45㌔㌍／塩分０㌘

９月30日(火)は納付期限です
●納税管理係（内線144・147）

納付期限内に納付しましょう。
●固定資産税（２期）
●国民健康保険税（３期）

※�口座振替は９月25日（木）が振替日です。再振替は行って
いません。24日（水）までに預貯金口座の残高確認をお
願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係（内線144・147）

「やむを得ない特別な事情があって納付期限内に納税で
きない」「一度に納めることが難しい」といった場合には、印
かんをお持ちになり、ご相談ください。早めの納税相談は分�

割納付などの場合に納付期間や金額に余裕を持つことが
できます。
また、納税について分からないことがありましたら、お気
軽にご相談ください。

町税などに関する届け出について
「今一度ご確認をお願いします」
●住民税係（内線133・134）

国民健康保険の加入者で社会保険に加入した人、または、
会社を退職した人、軽自動車（原動機付自転車、小型特殊自
動車、自動二輪車など）を廃車、譲渡した人は、早めに届け
出をお願いします。
届け出されないと、いつまでも税金を払うことになりま

す。場合によっては、過去にさかのぼって税金を払うことに
なってしまいます。
異動のたびに面倒がらずに手続きを行うようお願いします。

キノコは野菜と同じ仲間として見られがちですが、植物
ではなく菌類といって微生物の仲間です。食べている部

分は「子実体」といい、植物で言えば花の部分にあたります。食物繊維やビタミンB1、ビタミンD、旨味
成分であるグアニル酸を多く含み、歯ごたえも楽しめる食材です。（表示の材料はすべて1人分です。）
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■
茶
じ
ょ
け

楽
し
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
２
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
子
ど
も

た
ち
を
見
て
、
遠
い
昔
の
自
分
を

思
い
出
し
ま
し
た
。▽
わ
た
し
が
小

学
校
低
学
年
の
こ
ろ
、
祖
父
母
は

志
布
志
の
海
沿
い
に
住
ん
で
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
海
沿
い
と

も
あ
っ
て
、毎
年
夏
休
み
に
祖
父
母

宅
へ
向
か
う
幼
心
は
冒
険
心
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。▽
夜
釣
り
に
祖
父
と

父
と
浜
辺
へ
出
掛
け
、釣
れ
た
ウ
ミ

ヘ
ビ
に
驚
い
て
泣
き
な
が
ら
一
目

散
に
逃
げ
帰
っ
た
こ
と（
父
は
わ
た

し
を
見
て
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
な
が
ら

走
っ
て
い
た
気
が
…
）、
海
水
浴
場

お便りやイラスト、お子さまの写真を募集しています。
皆さまからのお便りを募集しています。ふだん生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなどを
お書きの上、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さまの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,503人◦女／13,154人
◦計／24,657人◦前月比＋19人
◦世帯数／9,495戸（＋15戸）
◦出生／20人◦死亡／12人
◦転入／104人◦転出／93人

三股町の人口
平成20年８月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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に
祖
母
と
出
掛
け
る
と
、「
何
㍍
も

あ
る
大
き
な
タ
コ
が
出
た
ぞ
ー
！
」

と
知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
海
の
ほ

う
か
ら
走
っ
て
き
て
、祖
母
は
そ
れ

を
信
じ
た
の
か
、結
局
海
に
入
れ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と（
ど
う
考
え

て
も
…
）、
祖
父
母
宅
の
五
右
衛
門

風
呂
の
入
り
方
が
分
か
ら
ず
、
熱

さ
に
苦
し
ん
だ
こ
と
…
。▽
む
む
？

思
い
出
す
ほ
ど
ヘ
ン
な
思
い
出
し

か
出
て
こ
な
い
こ
と
に
ち
ょ
っ
と

傷
心
…
。ま
あ
、
今
と
な
っ
て
は
い

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。▽
今

は
亡
き
祖
父
母
。
お
盆
の
す
ぐ
後

で
は
あ
り
ま
す
が
、９
月
15
日
は
墓

参
り
に
で
も
行
っ
て
、笑
い
話
を
し

な
が
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

  〈
♪
〉

奥　
田　
フ
ユ
子

立
読
み
の 

朝
刊
め
く
る 

風
は
秋

ヨ
ン
ビ
ョ
ン
の
冷
却
塔
を
爆
破
す
る
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
ウ
グ
イ
ス
の
声

長　
尾　
イ
ク
子

荒　
武　
文　
博

命
燃
や
し
舞
ひ
と
ぶ
ほ
た
る
愛
し
く
て
観
る
人
も
な
き
夏
尾
の
里
は
も

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

桑　
畑　
多
津
子

も
、
秋
は
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

郵
便
受
け
か
ら
取
っ
た
朝
刊
を
立
ち
読
み
し
て
い
る
と
、ほ
お
を
な
で

る
早
朝
の
さ
わ
や
か
な
風
は
も
う
秋
で
す
。昼
間
の
残
暑
は
厳
し
く
て

焙あ
ぶ

り
た
り 

味
の
滴

し
た
た

る 

秋
な
す
び

か
に
そ
う
で
し
た
。
鳥
類
な
ど
は
危
険
を
察
知
す
る
能
力
が
あ
る
と
か
…
。

な
ぜ
か
平
和
な
一
面
を
感
じ
る
一
瞬
で
し
た
。

冷
却
塔
爆
破
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
ウ
グ
イ
ス
の
声
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最

初
は
エ
ッ
と
思
い
、
わ
が
庭
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
再
度
見
る
中
に
、
確

き
ま
し
た
。
近
く
の
人
さ
え
気
付
か
ぬ
小
さ
な
谷
間
に
、
小
さ
な
命
を
燃

や
す
ホ
タ
ル
の
愛
し
さ
…
。
感
動
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

６
月
は
じ
め
、夏
尾
に
ホ
タ
ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
数
年
ぶ
り
に
出
合
っ

た
ホ
タ
ル
に
声
も
な
く
、
い
つ
し
か
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
に
入
っ
て
い

年
齢
か
。

「
秋
ナ
ス
と
嫁
」
話
は
別
に
し
て
も
、
手
間
は
掛
か
る
が
焼
き
ナ
ス

が
実
に
お
い
し
い
。
最
近
は
特
に
好
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
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藤ふ
じ

田た

晃こ
う

希き

く
ん
（
２
歳
）

◎
平
成
17
年
10
月
22
日
生
ま
れ

◎
誠
さ
ん
・
京
子
さ
ん
の
長
男

大好きなパーカッションで楽しそうにし
ている姿はみんなを笑顔にしてくれます
♪これからも楽しんでね！

宮み
や

島し
ま

聖せ
い

奈な

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

◎
平
成
17
年
８
月
５
日
生
ま
れ

◎
亮
二
さ
ん
・
真
理
子
さ
ん
の
長
女

今年の夏はたくさん泳ぎに行って真っ黒
ちゃんになったね。琉世くんとも仲良く優
しいお姉ちゃんになってね♥

か
な「

6
DE
a
&y<
6
F
3
a
&y
\」

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

ひ
か
り
保
育
園
編

９月15日（月）は敬老の日
今回は、ひかり保育園の年長児・年中児クラスの
子どもたちに「おじいちゃん、おばあちゃんへの
感謝の気持ち」を教えてもらいました。
経験豊富なおじいちゃん、おばあちゃんからた

くさんのことを教えてもらって大きくなる子ども
たち。この日だけでなく、祖父母はもちろんのこと、
「いまをつくりあげた大先輩たち」に感謝と敬意の
気持ちはいつまでも持たなければいけませんね。


